
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（当初予算） ■事業費（実績）

1 1 1

2 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

■事業経費

財
　
源

・本年度は実人員446人、5,640件の助成を行った。

どのような成果が現れます（現れました）か？

重度心身障害者の経済的負担を軽減し、保健福祉の向上が図られる。

・重度心身障害者の経済的負担を軽減することができた。
・重度障害者数は年々増加しているものの、入院時食事療養費が助成対象外となったほか、高所得
者への自己負担導入、65歳～74歳の長寿医療未加入者の適用除外などにより、助成額は減少傾向
にある。

指　標 目　標　値 達　成　値

細　節 金　額

事務事業名

細　節

扶助費

重度心身障害者医療費助成事業費

実
績

担当部課 住民生活部　健康福祉課
担　当 社会福祉担当

サブリーダー 長谷川博一

計
画

重度心身障害者が医療保険等で治療を受けた際に、医療機関や薬局で支払った自己負担額
（全部もしくは一部）を申請に基づき助成する。
申請は,窓口のほか郵送でも受け付けている。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

事業の対象となる手帳所持者（単
位：人）

４３４ ４４６

扶助費 40,000,000

金　額

特　記　事　項

国保122人、社保96人、後期高齢228人

28,939,563

28,939,563

福祉タクシーに250千円、補装具費に1,589千円流用

特　記　事　項

特　記　事　項

39,500,00040,000,000

受益者負担金

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

001－０３０１０２－００９－０１－０１－０

事業の分類 既存事業

予算科目
コード

金　額

扶助費 39,500,000

流用額

計

差引（一般財源）

細　節

その他の特定財源

国庫支出金

予算現額

県支出金

地方債

決　算 決算額

予
　
算

当初予算額

補正予算額 -4,456,000

28,939,563

計　画

39,500,000

-1,839,000

33,205,000

実　績

20,000,000 14,558,340

14,381,223

20,000,000

20,000,000

重度心身障害者医療費補助金

14,558,340


